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議会からの お 知 ら せ

NEWS & INFORMATION

議会の詳しい情報は、鹿沼市議会のホームページをご覧ください。

議会に関することは何でもお気軽にご意見をお寄せください。 gikai-jimu@city.kanuma.lg.jp

検 索鹿沼市議会 議会だよりは、デイジー版（音訳CD）も作成しています。
送付をご希望の方は、議会事務局までご連絡ください。
（電話63-2203）

全国市議会議長会から表彰を受けました !

請願・陳情の結果

議会カレンダー

表紙の写真は

議員の辞職

議場にいけばなを
展示しました。
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12月 令和2年第6回定例会予定

◆題字書写リレー !!◆　今号は小島実議員が揮ごうしました

議場に配置した飛沫感染対策の仕切り議場に配置した飛沫感染対策の仕切り

市政を問う
7月定例会の結果

12月

7月
9月 3月今

回

の
定例会の内容

は

トピック

感染症対策のための補正予算など
　42議案を可決しました!

2020
210号

9月25日発行

　市政発展に貢献した長年の功績により、
本市の2名の議員が全国市議会議長会から
永年勤続表彰を受けました。

　今回の定例会では2件の請願・陳情が審査されました。
■請願第1号 当家所有地と北側に位置する市都市建設部管理の国有地（境界）との
 境界確定の件

■陳情第1号 日本政府及び国会に対し、「日米地位協定の抜本的見直しを求める」
 よう意見書提出を要請する陳情書

　新型コロナウイルス感染症の対策とし
て、議場に飛沫感染防止の仕切りを設置
しました。
　換気を行うなど、3つの密を避ける対策
を取りながら、議会運営を行います。

※なお、正式な日程は議会運営委員会で決定します。詳細は議会ホームページをご覧
いただくか、または議会事務局までお問い合わせください。（電話63－2203）

　令和2年5月12日付で、佐々木里加議員
が議員を辞職しましたので、ご報告します。

　7月議会一般質問の2日間、鹿沼市茶華
道協会の会員の方々による作品が議場を彩
りました。
　いけばなについてお聞きしたところ、「議
場は“心が引き締まる場所”のイメージだった
ので、その場所に合った彩りと、季節感を表
現した。」とのお答えでした。

大島　久幸　議員
議員20年特別表彰

小島　実　議員
議員15年表彰

不 採 択

不 採 択

議会運営委員会
本会議（第５日）
採決

総務常任委員会
環境経済常任委員会

文教民生常任委員会
建設水道常任委員会

本会議（第４日）
議案質疑・一般質問

本会議（第３日）
議案質疑・一般質問

議会運営委員会
本会議（第２日）
議案質疑・一般質問

本会議（第１日）
提出議案の説明

議会運営委員会
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市
政
を

問
う

7/15・16
一問一答方式一問一答方式

12

6

39質問時間
60分
質問時間
60分

第4回定例会で12人が登壇
鹿沼市政について質問をしました。

議員紹介はこちらからどうぞ。
各質問議員のQRコードからは、それぞれの
一般質問の動画をご覧いただけます。

各議員の記事の「質問」の文章は、
議員本人が作成しました。

質
　
　
問
�
�������������













　
鹿
沼
運
動
公
園
の
整
備
は
多
く
の
市
民
の
要
望

が
あ
る
。
ま
た
、
市
民
の
、
ス
ポ
ー
ツ
の
ふ
れ
あ

い
の
場
と
し
て
活
用
も
で
き
る
。
陸
上
競
技
場
の

全
天
候
対
応
型
へ
の
改
修
な
ど
整
備
計
画
に
つ
い

て
伺
う
。
ま
た
、
計
画
に
は
市
民
、
関
係
者
の
声

を
取
り
入
れ
て
ほ
し
い
。

答
　
　
弁
（
市
　
長
）
����������








鹿
沼
運
動
公
園
や
体
育
館
の
整
備
は
、
協
議
を

し
な
が
ら
、
令
和
３
年
度
か
ら
着
手
し
ま
す
。

　

鹿
沼
運
動
公
園
は
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、

運
動
公
園
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
必
要
性
を
十

分
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
「
い
ち
ご

一
会
と
ち
ぎ
国
体
」
に
向
け
て
の
整
備
を
し
て

き
ま
し
た
が
、今
年
度
で
完
了
す
る
予
定
で
す
。

体
育
館
、
運
動
公
園
の
整
備
等
に
つ
い
て
は
、

令
和
３
年
度
か
ら
着
手
を
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

で
考
え
て
い
ま
す
。
整
備
の
推
進
に
よ
り
、
市

民
の
皆
さ
ん
は
、
よ
り
良
い
環
境
の
中
で
、
体

育
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
や
っ
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。詳
細
に
つ
い
て
は
、

今
後
、市
民
の
方
々
や
関
係
者
の
皆
さ
ん
と
も
、

協
議
を
し
な
が
ら
、
具
体
的
な
構
想
を
積
み
上

げ
て
、
練
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
期
日
が
あ
れ
ば
、
内
容
に
よ
っ
て
は
必

要
に
応
じ
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
等
も
、

あ
わ
せ
て
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

市
長
の
選
挙
公
約
に
つ
い
て
伺
う

阿部　秀実　議員

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
防
災
・
減
災
に
つ
い
て

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
生
活
へ

の
影
響
に
つ
い
て

一般質問の
動画はこちら

鹿沼運動公園（キョクトウべリ−スタジアム）
の陸上競技場

会議の記録は議会ホームページの会議録システムから検索・閲覧できます。 （2）2020　210号 （2）2020　210号
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質
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�
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的
確
な
避
難
行
動
に
つ
い
て
、
人
間
は
誰
も

危
機
感
が
高
ま
ら
な
い
と
避
難
行
動
に
走
ら
な

い
。
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
、
早
目

の
的
確
な
避
難
行
動
が
生
死
を
分
け
る
が
、
そ

の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
　
弁
（
危
機
管
理
監
）
��������






早
目
の
避
難
情
報
発
信
と
繰
り
返
し
発
信
に
よ

り
、
市
民
の
危
機
意
識
を
高
め
た
い
。

　

災
害
情
報
の
伝
達
手
段
は
、現
在
、防
災
メ
ー

ル
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
災
害
情
報
共

有
シ
ス
テ
ム
、
緊
急
速
報
メ
ー
ル
な
ど
、
速
報

性
を
持
つ
多
種
多
様
な
手
段
を
駆
使
し
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
に
加
え
ま
し
て
、
７
月
１
日
よ

り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
戸
別
受
信
機
を
用
い
た
新
た
な
シ
ス
テ
ム
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
実
際
の
災
害
を
想
定

し
た
全
国
規
模
の
土
砂
災
害
防
災
訓
練
や
、
新

た
に
設
立
さ
れ
た
自
主
防
災
会
の
防
災
訓
練
を

支
援
し
、
日
頃
か
ら
、
意
識
啓
発
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
災
害
発
生
時
に
は
、

早
目
の
避
難
情
報
発
信
と
繰
り
返
し
発
信
に
よ

り
、
市
民
の
危
機
意
識
を
高
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
危
機
が
迫
っ
て
い
る
地
域
に

絞
っ
た
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
情
報
発
信
な
ど
、
新
シ

ス
テ
ム
な
ら
で
は
の
機
能
を
有
効
に
活
用
し
て

い
き
ま
す
。

質
　
　
問
�
�������������













　

本
市
に
お
い
て
、
平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
が
導
入
さ
れ
た
が
、
昨

年
度
の
実
績
に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、
今
年
度

は
ど
の
よ
う
に
事
業
を
進
め
て
い
く
の
か
に
つ

い
て
伺
う
。

答
　
　
弁
（
保
健
福
祉
部
長
）
�������





令
和
２
年
度
は
市
民
が
事
業
に
取
り
組
み
や
す

い
よ
う
改
善
し
、
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
市
民
が
健
康
づ
く
り
に
取
り

組
む
こ
と
で
、
ポ
イ
ン
ト
を
た
め
、
た
ま
っ
た

ポ
イ
ン
ト
に
よ
り
、
特
典
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
事
業
で
す
。
事
業
の
利
用
に
よ
り
、
健
康

診
査
や
が
ん
検
診
等
の
受
診
率
の
向
上
や
、
各

種
健
康
教
室
へ
の
参
加
者
の
増
加
を
図
り
、
市

民
の
健
康
寿
命
の
延
伸
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
お
り
、
20
歳
以
上
の
市
民
を
対
象
に
、
令

和
元
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
令
和
元

年
度
は
、
500
人
の
参
加
者
を
目
標
と
し
ま
し
た

が
、
実
際
の
応
募
者
は
136
人
に
と
ど
ま
り
ま
し

た
。
令
和
２
年
度
は
、
昨
年
度
の
課
題
を
改
善

し
て
、
多
く
の
市
民
が
参
加
で
き
る
事
業
と
す

る
た
め
、
健
康
診
査
や
が
ん
検
診
、
健
康
教
室

等
の
会
場
で
積
極
的
に
事
業
を
周
知
す
る
と
と

も
に
、
５
ポ
イ
ン
ト
を
獲
得
で
き
る
事
業
を
増

や
す
な
ど
、
市
民
が
事
業
に
取
り
組
み
や
す
い

よ
う
改
善
し
、
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

大
規
模
自
然
災
害
の
対
応
・
対
策
に
つ
い
て
伺
う

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
に
つ
い
て
伺
う

小島　実　議員鈴木　敏雄　議員

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
災
害
土
砂
、
災
害
ゴ
ミ
に
つ
い
て

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

○
免
疫
低
下
に
よ
る
予
防
接
種
の
再
接
種
支
援
に

つ
い
て

一般質問の
動画はこちら

一般質問の
動画はこちら

新たな防災情報伝達システムの登録方法
（市ホームページ）

チャレンジ1
いちご

5健康マイレージについて
（市ホームページ）

（3） 2020　210号（3） 2020　210号
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質
　
　
問
�
�������������













①
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
実

施
状
況
と
、
通
所
型
Ａ
を
本
市
で
も
実
施
で
き

な
い
か
、
そ
の
場
合
ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る

か
伺
い
ま
す
。

②
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
図
書
館
運
営
の
状
況
と
、

図
書
の
消
毒
機
の
導
入
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
　
　
弁
（
保
健
福
祉
部
長
）
�������





多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
し
、
事
業
所
や
住
民
と
連

携
し
、
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

①
事
業
の
実
施
状
況
は
、平
成
29
年
度
か
ら
、

要
支
援
１
及
び
２
に
該
当
す
る
方
及
び
支
援
が

必
要
と
判
定
さ
れ
た
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な

い
方
を
対
象
に
、
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
及
び
通
所

型
サ
ー
ビ
ス
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

全
て
の
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
一
般
介
護
予
防

事
業
で
は
、
介
護
予
防
の
普
及
啓
発
や
運
動
等

の
教
室
を
開
催
し
、
高
齢
者
に
通
い
の
場
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
Ａ
に
つ
い

て
は
、事
業
所
の
参
入
希
望
の
状
況
に
応
じ
て
、

前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
事
業
所
の
参

入
が
多
く
は
見
込
め
な
い
と
こ
ろ
が
課
題
と
し

て
あ
り
ま
す
。

　

②
図
書
館
で
は
、
感
染
症
対
策
を
講
じ
た
上

で
、
図
書
等
の
貸
出
し
、
返
却
の
ほ
か
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
電
話
予
約
に
限
っ
た
運
営
を
再

開
し
て
い
ま
す
。
図
書
消
毒
機
は
、
市
民
や
職

員
の
安
全
、
安
心
を
考
慮
す
る
観
点
か
ら
、
ま

ず
は
本
館
に
導
入
し
て
い
き
ま
す
。

質
　
　
問
�
�������������













　

記
録
保
存
目
的
の
鹿
沼
城
跡
発
掘
調
査
に
お

い
て
、
16
世
紀
代
の
「
障
子
堀
」
が
発
見
さ
れ

た
。
鹿
沼
市
の
「
歴
史
の
貴
重
な
証あ

か
し」

を
保
存

し
、
復
元
し
後
世
に
伝
え
る
べ
き
で
す
。
こ
の

ま
ま
新
庁
舎
整
備
事
業
を
進
め
る
こ
と
は
、
遺

構
の
永
久
的
な
破
壊
を
意
味
し
ま
す
。

答
　
　
弁
（
教
育
次
長
）
���������







新
庁
舎
建
設
工
事
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
計

画
ど
お
り
進
め
、
遺
構
の
保
存
、
復
元
は
考
え

て
お
り
ま
せ
ん
。

　

新
庁
舎
整
備
地
内
で
の
遺
構
保
存
に
つ
い
て

は
、新
庁
舎
整
備
地
が
「
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
」

で
あ
る
こ
と
か
ら
、当
初
か
ら
「
文
化
財
調
査
」

を
工
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
組
み
込
み
、
調
査
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。
文
化
財
調
査
の「
試
掘
」

に
お
い
て
、「
堀ほ

り

跡あ
と

」
や
「
曲く

る

輪わ

」
な
ど
の
存

在
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
文
化
財
保
護
法

に
基
づ
き
、
県
教
育
委
員
会
の
指
導
を
受
け
な

が
ら
、「
発
掘
調
査
」
を
実
施
し
、
適
切
な
記

録
の
保
存
を
行
う
と
と
も
に
、
調
査
の
成
果
を

現
地
で
公
開
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
調
査
デ
ー

タ
や
出
土
遺
物
を
保
存
・
整
理
を
し
た
上
で
、

そ
の
成
果
を
市
民
に
公
開
し
、
活
用
し
て
い
き

ま
す
。
新
庁
舎
建
設
工
事
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
計
画
ど
お
り
進
め
、
遺
構
の
保
存
、
復
元

は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

高
齢
者
の
介
護
予
防
と
健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
い
て
伺
う

全
て
の
施
策
は
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
伺
う

石川さやか　議員 鰕原　一男　議員

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
お
け
る
小
中
学
校

の
対
応
に
つ
い
て

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
お
け
る
財
政
運
営
に
つ
い
て

一般質問の
動画はこちら

一般質問の
動画はこちら

三島市山中城跡の視察
図書消毒機（図書除菌機）

・紫外線による殺菌
・送風によるほこり取り
・消臭抗菌剤を循環
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質
　
　
問
�
�������������













　

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
踏
ま
え
た
施
策
に
つ
い

て
、
新
た
な
働
き
方
で
あ
る
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
る
移
住
・
定
住
・
交
流
の
推
進
、
フ
リ
ー

Ｗ
ｉ

−

Ｆ
ｉ
の
公
共
施
設
へ
の
設
置
、
ま
た
、

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
等
の
新
た
な
企
業
誘
致

が
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

答
　
　
弁
（
市
　
長
）
����������








様
々
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
よ
う
、
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
影
響

で
、地
方
移
住
や
休
暇
先
で
仕
事
を
行
う「
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
」
に
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

市
と
し
て
も
、
新
た
な
「
人
の
流
れ
」
を
チ
ャ

ン
ス
と
捉
え
、
受
入
れ
態
勢
を
早
急
に
整
え
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
フ
リ
ー
Ｗ
ｉ

−

Ｆ
ｉ
の

公
共
施
設
へ
の
設
置
状
況
に
つ
い
て
は
現
在
、

５
つ
の
観
光
施
設
に
設
置
し
て
い
ま
す
が
、
今

後
、「
新
た
な
生
活
様
式
」
が
定
着
す
る
中
で
、

公
共
施
設
の
多
様
な
利
用
を
促
進
す
る
必
要
が

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
た
め
、
順
次
設
置
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。
新
た
な
企
業
誘
致
に
つ
い

て
は
、
公
共
施
設
や
空
き
家
等
を
有
効
に
活
用

し
な
が
ら
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
等
の
誘
致

を
推
進
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
急
速
に

高
ま
る
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
よ
う
、
ま
ず

は
通
信
環
境
の
整
備
な
ど
、
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

質
　
　
問
�
�������������













　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
伴
う
給
食
費

の
助
成
に
つ
い
て
、
市
の
取
り
組
み
と
実
績
を

伺
う
。
ま
た
、
就
学
援
助
制
度
で
の
給
食
費
援

助
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
内
容
と
実
績
に
つ
い

て
伺
う
。

答
　
　
弁
（
市
長
）
�����������









給
食
費
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
学
校
給
食
費
支

援
事
業
を
創
設
し
ま
し
た
。

　

給
食
費
の
助
成
に
つ
い
て
、
要
保
護
、
準
要

保
護
の
児
童
生
徒
に
対
す
る
休
校
中
の
昼
食
代

支
援
に
加
え
、
学
校
給
食
費
支
援
事
業
を
創
設

し
、
夏
休
み
の
短
縮
に
よ
り
給
食
提
供
日
数
が

増
加
し
た
、
７
月
か
ら
９
月
ま
で
の
３
か
月
分

の
給
食
費
を
全
額
支
援
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
対
象
者
は
本
市
が
給
食
を
提
供
し
て
い
る

約
７
千
300
人
の
全
児
童
生
徒
で
、
事
業
規
模
は

約
１
億
500
万
円
で
す
。
就
学
支
援
制
度
に
つ
い

て
は
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
っ
て
就
学
が
困
難

と
認
め
ら
れ
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
に
対
し

て
、
就
学
に
必
要
な
費
用
の
一
部
を
援
助
し
て

お
り
、
学
校
給
食
費
に
つ
い
て
も
全
額
援
助
し

て
い
ま
す
。
令
和
元
年
度
の
就
学
援
助
制
度
に

お
け
る
、
給
食
費
援
助
の
実
績
は
、
604
人
に
合

計
２
千
770
万
８
千
750
円
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

こ
の
就
学
援
助
制
度
を
適
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
感
染
症
の
影
響
等
に
よ
り
家
計
が
急
変
し

た
世
帯
の
児
童
生
徒
を
対
象
と
し
て
、
10
月
以

降
も
生
活
困
窮
家
庭
の
給
食
費
の
無
料
化
を
継

続
し
て
い
き
ま
す
。

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
定
着
化
に

対
応
し
た
街
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て
伺
う

教
育
現
場
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て
伺
う

藤田　義昭　議員梶原　隆　議員

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
新
た
な
生
活
様
式
や
多
様
化
に
対
応
し
た
行
政

運
営
の
あ
り
方
に
つ
い
て

○
黒
川
緑
地
公
園
の
災
害
復
旧
工
事
に
つ
い
て

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
公
共
施
設
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ

い
て

○
防
災
対
応
力
の
強
化
に
つ
い
て

一般質問の
動画はこちら

一般質問の
動画はこちら
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質
　
　
問
�
�������������













①
令
和
元
年
東
日
本
台
風
災
害
や
コ
ロ
ナ
感
染

症
対
策
に
よ
る
影
響
を
踏
ま
え
、
今
後
の
「
健

全
化
判
断
比
率
」
の
見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

②
自
然
災
害
等
の
不
測
の
事
態
に
対
す
る
対
応

と
、
健
全
財
政
の
堅
持
の
両
立
に
つ
い
て
市
長

の
考
え
を
伺
う
。

答
　
　
弁
（
市
長
）
�����������









今
後
も
健
全
財
政
の
堅
持
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

①
令
和
元
年
度
決
算
に
お
け
る
健
全
化
判
断

比
率
に
つ
い
て
は
、
現
在
精
査
を
進
め
て
い
ま

す
。
今
後
の
見
通
し
は
、
新
庁
舎
整
備
や
災
害

復
旧
事
業
に
加
え
、
感
染
症
対
策
に
伴
う
市
債

発
行
額
の
増
額
及
び
基
金
総
額
の
減
額
が
予
想

さ
れ
ま
す
が
、
健
全
な
財
政
基
盤
は
維
持
で
き

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

②
不
測
の
事
態
に
際
し
て
、
被
災
者
支
援
や

復
旧
事
業
に
い
ち
早
く
取
り
組
む
た
め
に
は
、

財
政
調
整
基
金
の
活
用
が
非
常
に
有
利
で
あ
り

ま
す
。
財
政
の
健
全
化
は
一
朝
一
夕
に
成
し
得

る
も
の
で
は
な
く
、
持
続
可
能
な
財
政
運
営
を

行
う
た
め
に
も
、
間
断
な
く
取
り
組
み
を
進
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
後
も
、「
財
政
健
全

化
推
進
計
画
」
に
基
づ
き
、
市
民
の
た
め
に
今

必
要
な
施
策
、
鹿
沼
の
未
来
へ
の
投
資
と
な
る

事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
不
測
の

事
態
も
想
定
し
た
上
で
、
健
全
財
政
の
堅
持
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

質
　
　
問
�
�������������













　

東
部
台
に
誕
生
し
た
子
ど
も
食
堂
は
市
内
７

番
目
の
子
ど
も
と
地
域
住
民
の
集
う
場
で
あ

り
、
新
設
経
費
は
こ
ど
も
未
来
基
金
か
ら
充
て

ら
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
は
未
来
。
子
ど
も
の

居
場
所
事
業
に
発
展
で
き
る
よ
う
な
、
市
の
施

策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
　
　
弁
（
市
長
）
�����������









「
子
ど
も
の
居
場
所
」
を
で
き
る
だ
け
早
期
に

作
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
「
子
ど
も
の
居
場
所
」
に
つ
い
て
は
、
今
回

の
選
挙
の
公
約
の
中
に
書
き
込
ん
だ
部
分
で
す

の
で
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
作
る
よ
う
準
備
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
東
部
台
の
「
子
ど
も

食
堂
」
に
伺
っ
た
際
、
た
ま
た
ま
コ
ロ
ナ
の
関

係
で
一
堂
に
会
し
て
食
事
を
す
る
と
い
う
場
面

は
で
き
な
か
っ
た
状
況
で
し
た
が
、
か
か
わ
っ

て
い
る
皆
さ
ん
が
、
生
き
生
き
と
し
て
役
割
を

こ
な
し
て
い
る
姿
を
見
て
、
こ
れ
が
、
ま
さ
に

地
域
で
支
え
る
一
つ
の
典
型
な
の
だ
な
と
感
じ

ま
し
た
。
南
押
原
に
も
こ
れ
か
ら
で
き
る
と

伺
っ
て
い
ま
す
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
、
そ

う
い
っ
た
拠
点
が
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
い
う

こ
と
を
含
め
、
今
後
、
事
業
主
体
に
つ
い
て
や

運
営
す
る
に
あ
た
っ
て
必
要
と
さ
れ
る
専
門
性

な
ど
の
問
題
を
、
し
っ
か
り
検
証
し
、
で
き
る

だ
け
早
く
着
手
で
き
る
よ
う
に
、
努
力
を
し
て

い
き
ま
す
。

財
政
健
全
化
に
つ
い
て
伺
う

令
和
２
年
度
施
政
方
針
に
つ
い
て
伺
う

市田　登　議員 加藤美智子　議員

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

○
新
庁
舎
整
備
工
事
に
つ
い
て

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
議
案
第
49
号　

基
金
の
設
置
、
管
理
及
び
処
分

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
鹿
沼
市
の
学
校
教
育
に
つ
い
て

○
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

一般質問の
動画はこちら

一般質問の
動画はこちら

子ども食堂緊急配食支援事業
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質
　
　
問
�
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東
日
本
大
震
災
の
被
害
や
老
朽
化
に
よ
り
、

地
域
の
皆
さ
ま
が
待
ち
に
待
っ
た
北
犬
飼
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
建
設
！
現
在
、
地
盤

整
備
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
今
後
の
整
備
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
及
び
新
施
設
完
成
後
、
隣
接
す
る
職

業
訓
練
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
に
つ
い
て
。

答
　
　
弁
（
市
長
・
経
済
部
長
）
������




令
和
３
年
12
月
の
供
用
開
始
に
向
け
工
事
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
、
７
月
か
ら

建
築
工
事
に
着
手
し
、
来
年
３
月
末
ま
で
に
完

了
す
る
予
定
で
す
。
そ
の
後
、
外
構
工
事
を
行

い
、
令
和
３
年
12
月
の
供
用
開
始
に
向
け
、
工

事
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
と
同
一
敷
地
内
に
あ
る
た
め
、
一
体
的
な

利
用
が
で
き
る
よ
う
、
貸
し
館
や
共
用
駐
車
場

な
ど
、
利
用
者
の
利
便
性
を
図
り
、
２
つ
の
施

設
を
有
効
に
活
用
し
た
地
域
の
拠
点
と
な
る
よ

う
考
え
て
い
ま
す
。現
在
、職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

の
料
金
体
系
自
体
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
と
違
い
ま
す
が
、
一
体
的
な
有
効
利
用
を

図
る
視
点
で
考
え
れ
ば
、
同
じ
よ
う
な
料
金
体

系
に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
課
題
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
料
金
は
今
後
検
討
に
な
り
ま
す
が
、
見

直
し
が
で
き
る
と
こ
ろ
は
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

質
　
　
問
�
�������������













　

８
０
５
０
問
題
な
ど
地
域
住
民
が
抱
え
る
課

題
が
複
雑
化
・
複
合
化
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
に
対
す
る
市
の
対
応
の
現
状
、

課
題
に
つ
い
て
、
ま
た
、
国
は
包
括
的
な
支
援

体
制
を
構
築
す
る
事
業
を
創
設
す
る
が
、
市
は

ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
伺
う
。

答
　
　
弁
（
保
健
福
祉
部
長
）
�������





相
談
を
受
け
た
窓
口
が
基
点
と
な
り
、
解
決
に

向
け
連
携
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

高
齢
の
親
と
子
の
世
帯
で
、
親
の
疾
患
や
子

の
ひ
き
こ
も
り
、
貧
困
等
の
多
様
な
問
題
が
表

面
化
し
、
世
帯
へ
の
支
援
が
必
要
と
な
る
の
が

８
０
５
０
問
題
で
す
が
、
こ
れ
は
、
ひ
と
り
親

世
帯
や
Ｄ
Ｖ
、依
存
症
等
の
世
帯
に
も
共
通
し
、

単
一
の
相
談
窓
口
で
は
、
問
題
解
決
は
困
難
な

状
況
で
す
。
本
市
で
は
、
相
談
を
受
け
た
窓
口

が
基
点
と
な
り
、
市
関
係
課
や
関
係
機
関
等
と

課
題
を
調
整
し
、
担
当
部
門
に
振
り
分
け
、
解

決
に
向
け
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
状
況
で

す
。

　

包
括
的
な
支
援
体
制
の
創
設
に
つ
い
て
は
、

本
市
で
は
、
前
述
の
相
談
体
制
で
支
援
を
実
施

す
る
一
方
で
、
相
談
内
容
の
複
雑
化
・
複
合
化

に
よ
り
、
包
括
的
支
援
体
制
の
必
要
性
も
感
じ

て
い
ま
す
。
今
後
示
さ
れ
る
国
の
情
報
や
先
行

自
治
体
の
内
容
を
参
考
に
、
新
庁
舎
整
備
に
あ

わ
せ
た
事
業
実
施
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
研
究

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

北
犬
飼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
伺
う

相
談
支
援
体
制
の
充
実
に
つ
い
て
伺
う

谷中　恵子　議員大貫　毅　議員

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
水
道
事
業
に
つ
い
て

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
禍
に
お
け
る
救

急
業
務
に
つ
い
て

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て

○
重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
費
の
現
物
給
付
に
つ
い
て

○
黒
川
の
河
川
整
備
に
つ
い
て

一般質問の
動画はこちら

一般質問の
動画はこちら

職業訓練センター南側の建設予定地
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レ
ジ
袋
有
料
化
に
際
し
市
民
の
利
便
性
向
上

と
ゴ
ミ
削
減
の
た
め
、
⑴
鹿
沼
市
指
定
ゴ
ミ
袋

に
持
ち
手
を
付
け
、⑵
店
頭
で
ば
ら
売
り
も
し
、

⑶
買
い
物
に
使
っ
た
後
は
そ
の
ま
ま
ゴ
ミ
袋
と

し
て
使
用
可
能
な
大
胆
で
画
期
的
な
発
想
の
い

ち
ご
市
グ
ッ
ズ
の
開
発
を
提
案
す
る
。

答
　
　
弁
（
環
境
部
長
）
���������







新
た
な
形
状
の
市
指
定
ご
み
袋
を
作
成
す
る
こ

と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

レ
ジ
袋
の
有
料
化
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
過

剰
な
使
用
の
抑
制
を
進
め
る
取
り
組
み
の
一
つ

と
し
て
、
消
費
者
の
意
識
の
変
革
を
促
す
こ
と

を
大
き
な
目
標
に
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。
本

市
に
お
い
て
は
、
平
成
21
年
度
か
ら
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
の
減
量
や
資
源
の
有
効
活
用
の
た

め
に
、
毎
年
マ
イ
バ
ッ
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実

施
し
、
レ
ジ
袋
削
減
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
本

年
度
に
お
い
て
も
、
昨
年
度
か
ら
作
成
・
配
布

等
し
て
い
る
「
い
ち
ご
市
マ
イ
バ
ッ
ク
」
の
利

用
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
今
ま
で
進
め
て
き
た
マ
イ
バ
ッ
グ
利
用

と
相
反
す
る
こ
と
や
、
従
来
の
袋
よ
り
も
原
料

が
増
え
て
し
ま
う
こ
と
、
販
売
店
に
負
担
を
か

け
る
こ
と
、
小
さ
な
ご
み
袋
が
増
え
る
こ
と
で

回
収
の
手
間
が
増
え
る
こ
と
な
ど
の
デ
メ
リ
ッ

ト
も
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
形
状
の

市
指
定
ご
み
袋
を
作
成
す
る
こ
と
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
。

レ
ジ
袋
と
併
用
可
能
な
市
指
定
ゴ
ミ
袋
に
つ
い
て
伺
う

佐藤　誠　議員

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
自
殺
対
策
に
つ
い
て

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て

○
「
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
２
０
２
０
」
に
つ
い
て

一般質問の
動画はこちら

令和2年第4回 7月定例会の結果

人　事� （敬称略）

人事案件が議決されました。（議案第59〜80号）

　人権擁護委員（候補者）
鈴木　改子（すずき　かいこ・磯町）
川久保　博（かわくぼ　ひろし・下粕尾）
杉山　哲之（すぎやま　てつゆき・加園）

　鹿沼市固定資産評価員
南雲　義晴（なぐも　よしはる・西茂呂4丁目）

　鹿沼市農業委員会委員
廣瀬　　博（ひろせ　ひろし・中粕尾）
青木　正好（あおき　まさよし・久野）
安生　芳子（あんじょう　よしこ・楡木町）
神山　卓也（かみやま　たくや・口粟野）
星野　哲朗（ほしの　てつお・下沢）
川田　武雄（かわた　たけお・上日向）
鈴木　克男（すずき　かつお・磯町）
竹澤　　靖（たけざわ　やすし・板荷）
田島　正男（たじま　まさお・千渡）
廣田　和世（ひろた　かずよ・西沢町）
塩入　佳子（しおいり　よしこ・朝日町）
奈良部繁雄（ならぶ　しげお・西茂呂2丁目）
豊田　道有（とよだ　みちあり・富岡）
荻原　俊彦（おぎわら　としひこ・下久我）
吉髙神　勇（きっこうじん　ゆう・樅山町）
大森　用子（おおもり　ようこ・下永野）
奈良　茂男（なら　しげお・上南摩町）
江俣　伸一（えまた　しんいち・上石川）

▶︎用語解説「人権擁護委員」
　人権擁護委員法に基づいて、各市町村に設置される非常勤職で、
法務大臣が委嘱する民間のボランティア。日常生活の中で人権尊重
思想の普及高揚を図るとともに、人権侵害による被害者を救済し、
人権を擁護していく活動をしている。議会の意見を聞いて、市長が
法務大臣に対し候補者を推薦する。任期は 3年。

▶︎用語解説「固定資産評価員」
　固定資産を適正に評価し、市町村長が行う価格の決定を補助する
ための委員。固定資産の評価に関する知識及び経験を有する者のう
ちから議会の同意を得て市町村長が選任する。

▶︎用語解説「農業委員会委員」
　農地法等に関する許可や、担い手への農地集積・集約化、耕作放
棄地の発生防止・解消、農業への新規参入の促進を推進するための
委員。農業に関する識見を有し、農地等の利用の最適化の推進に関
する事項、その他の農業委員会の所掌に関する職務を適切に行うこ
とができる者のうちから、議会の同意を得て市町村長が任命する。
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認定1件、市長提出議案42件が提出されました。議員数23名、表決参加議員数22名※
（※ただし、7/29に議決した認定1件、議案18件は21名。議長は表決には加わりません。）

令 和 2 年 第 4 回 定 例 会
議員の賛否を公表

7/1可決
賛成 21名

不参加 1名

7/1可決
賛成 20

名

不参加 1
名

除斥 1
名

7/1可決
全員が
賛　成

賛 否 の 分 か れ た 議 案 【 可 決 】

全 議 員 が 賛 成 し た 議 案 【 可 決 】

人
事

工
事
請
負
契
約

令
和
元
年
度
決
算

専
決
処
分
事
項

令
和
元
年
度
補
正
予
算

人
事

賛
成

賛
成

不
参
加

不
参
加

除
籍

議案69〜72、74〜79　�鹿沼市農業委員会委員の任命に
ついて

　　　　　　　　　　　 （8ページをご覧ください。）

議案73　鹿沼市農業委員会委員の任命について
　　　　 （8ページをご覧ください。）

【経世会】鈴木紹平・大貫桂一・舘野裕昭・
　　　　 小島　実
【政新クラブ】藤田義昭・加藤美智子・佐藤　誠
【公明党】梶原　隆・鈴木敏雄
【親悠会】市田　登・谷中恵子・横尾武男・
　　　 　関口正一
【立憲民主党】大貫　毅
【自由民主党】宇賀神敏・津久井健吉
【日本共産党】阿部秀実
【希望】橋本　修・鈴木　毅・
　　 　鰕原一男

【経世会】鈴木紹平・大貫桂一・石川さやか・
　　　 　舘野裕昭・小島　実
【政新クラブ】藤田義昭・加藤美智子・佐藤　誠
【公明党】梶原　隆・鈴木敏雄
【親悠会】市田　登・谷中恵子・横尾武男・
　　　 　関口正一
【立憲民主党】大貫　毅
【自由民主党】宇賀神敏・津久井健吉
【日本共産党】阿部秀実
【希望】橋本　修・
　　　 鈴木　毅・
　　　 鰕原一男

【政新クラブ】大島久幸

議案54　工事請負契約の締結について
　北犬飼コミュニティセンター新築工事（建築工事）
の事後審査型条件付き一般競争入札を去る5月29日に
行い、その結果、株式会社安中建設が2億7,170万円
で落札したので、本契約を締結するためのものです。

議案55　工事請負契約の締結について
　TKCいちごアリーナ（鹿沼総合体育館）空調改修
工事の事後審査型条件付き一般競争入札を去る5月29
日に行い、その結果、平成理研株式会社が2億2,959
万2千円で落札したので、本契約を締結するためのも
のです。

認定1　�令和元年度鹿沼市水道事業会計決算の認定
について

　令和元年度の水道事業は、拡張工事として配水管
を5,355.4メートル新設し、改良工事では出水不良管
布設替等で4,571.6メートルの更新を行い、配水の適
正化に努めたほか、第3浄水場に紫外線処理棟を建築
し、建設改良費総額では、9億2,294万9,500円の支
出でした。また、年度末の給水人口は8万7,980人で
前年度比0.5パーセントの減となり、年間総給水量は
1,062万500立方メートルで前年度比1.8パーセント
の増となりました。この結果、決算においては、収益
的収支で当年度純利益1億4,547万6,930円でした。

議案41　�令和元年度鹿沼市一般会計補正予
算（第7号）について

　歳入については、市税、地方消費税交付金、
地方交付税、分担金及び負担金、国県支出金、
諸収入、市債等の増減額を計上し、歳出につ
いては、財政調整基金積立金、生活保護扶助費、
ごみ収集費、中小企業経営対策事業費、新鹿
沼駅西土地区画整理事業費、都市計画施設災
害復旧事業費等の増減額を計上したもので、
この補正額を8億896万9千円の減とし、予算
総 額 を463億1,678万
6千円とするものです。

議案59〜 61　�人権擁護委員候補者の推薦について

議案62　鹿沼市固定資産評価員の選任について

議案63〜 68、80　�鹿沼市農業委員会委員の任命に
ついて

（議案59〜80については、
8ページをご覧ください。）

【政新クラブ】大島久幸

【経世会】石川さやか

7/29可決
全員が
賛　成

（9） 2020　210号

あなたと議会210_AA_1.indd   9あなたと議会210_AA_1.indd   9 2020/09/07   10:292020/09/07   10:29



専
決
処
分
事
項

専
決
処
分
事
項

令
和
２
年
度
補
正
予
算

議案42　�令和元年度鹿沼市国民健康保険特
別会計補正予算（第3号）について

　歳入については、国民健康保険税、県支出金、
諸収入等の増減額を計上し、歳出については、
一般被保険者療養給付費、一般被保険者高額
療養費、出産育児一時金支給事業費等の増減
額を計上したもので、この補正額を2億4,050
万6千円の減とし、予算総額を102億5,102万
3千円とするものです。
議案43　�令和元年度鹿沼市後期高齢者医療

特別会計補正予算（第3号）について
　歳入については、後期高齢者医療保険料及
び繰入金の増減額を計上し、歳出について
は、健診事業費、後期高齢者医療広域連合納
付金等の増減額を計上したもので、この補正
額を3,389万2千円の増とし、予算総額を11億
1,170万8千円とするものです。
議案44　�鹿沼市税条例等の一部改正について

　地方税法の一部改正に伴い、固定資産税に
おいて、土地又は建物の登記名義人等が死亡
している場合に現在の所有者に対して必要事
項の申告を義務付けるほか、事業所得等に係
る市民税の課税の特例期間の延長等を行うた
めのものです。
議案45　�鹿沼市都市計画税条例の一部改正

について
　地方税法の一部改正に伴い、引用する同法
の条項及び用語を整理するためのものです。

議案46　�鹿沼市国民健康保険税条例の一部
改正について

　地方税法施行令の一部改正に伴い、所得の
少ない世帯に対する国民健康保険税の減額措
置が適用される納税義務者の範囲を拡大する
ためのものです。
議案47　�鹿沼市介護保険条例の一部改正に

ついて
　介護保険法施行令の一部改正に伴い、所得
の少ない65歳以上の被保険者の保険料を減額
するためのものです。
議案48　�令和2年度鹿沼市一般会計補正予算

（第1号）について
　歳入については、国庫支出金、寄附金及び
繰入金の増額を計上し、歳出については、議
員報酬、特別定額給付金事業費、子育て世帯
臨時特別給付金給付事業費、商業振興推進事
業費、中小企業経営対策事業費等の増減額を
計上したもので、この補正額を100億7,450万
円の増とし、予算総額を518億9,450万円とす
るものです。
議案49　�基金の設置、管理及び処分に関す

る条例の一部改正について
　新型コロナウイルス感染症対策に関する事
業の財源に充てるため、鹿沼市新型コロナウ
イルス対策基金を新設するためのものです。
議案50　�鹿沼市後期高齢者医療に関する条

例の一部改正について
　栃木県後期高齢者医療広域連合において、
新型コロナウイルス感染症に感染した被保険
者に対する傷病手当金の支給制度が創設され
たことに伴い、本市において当該傷病手当金
の申請の受付を行うためのものです。

議案51　�令和2年度鹿沼市一般会計補正予算
（第2号）について

　歳入については、国庫支出金、繰入金及び
諸収入の増額を計上し、歳出については、防
災対策推進費、放課後児童健全育成事業費、
商業振興推進事業費、中小企業経営対策事業
費等の増減額を計上したもので、この補正額
を10億8,149万円の増とし、予算総額を529
億7,599万円とするものです。

議案52　�令和元年度鹿沼市水道事業会計未処分利益
剰余金の処分について

　未処分利益剰余金2億7,493万1,871円のうち5,000
万円を減債積立金に、5,000万円を利益積立金に、
4,547万6,930円を建設改良積立金にそれぞれ積み立
てるとともに、1億2,945万4,941円を資本金に組み入
れるためのものです。
議案53　�令和2年度鹿沼市一般会計補正予算（第3

号）について
　歳入については、国県支出金、諸収入及び市債の増
額を計上し、歳出については、放課後児童健全育成事
業費、保健衛生事務費、学校給食事業費、都市計画施
設災害復旧事業費等の増額を計上したもので、この
補正額を3億1,681万円の増とし、予算総額を532億
9,280万円とするものです。

議案56　物品購入契約の締結について
　高規格救急自動車購入に係る指名競争入札を去る5
月27日に行い、その結果、栃木トヨタ自動車株式会
社鹿沼店が3,190万円で落札したので、本契約を締結
するためのものです。

議案57　市道路線の廃止について
　中粕尾地内において、道路形態のなくなった市道を
廃止するためのものです。

議案58　鹿沼市手数料条例の一部改正について
　建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律の
一部改正に伴い、簡易な評価方法を用いる場合におけ
る建築物エネルギー消費性能の認定申請手数料の新設
等を行うためのものです。

議案81　�令和2年度鹿沼市一般会計補正予算（第4
号）について

　歳入については、国県支出金、繰入金及び諸収入の
増減額を計上し、歳出については、児童扶養手当費、
情報化教育推進事業費、学校給食事業費等の増減額を
計上したもので、この補正額を8億9,697万7千円の増
とし、予算総額を541億8,977万7千円とするものです。

議案82　損害賠償の額の決定及び和解について
　損害賠償の額160万8,155円を支払い、和解するた
めのものです。

令
和
元
年
度
補
正
予
算

条
例
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一
部
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年
度
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正
予
算
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例
の
一
部
改
正

剰
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処
分

令
和
２
年
度
補
正
予
算

令
和
２
年
度
補
正
予
算

そ
の
他

物
品
購
入
契
約

市
道
の
廃
止

条
例
の
一
部
改
正

7/29可決
全員が
賛　成
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注 目 議 案 の 解 説
ク ロ ー ズ ア ッ プ

私たちの暮らしに関することが議会で決定しました！

イメージ図（西側から） イメージ図（北側から）

～地域活動の拠点～

北犬飼コミュニティセンターの新築工事を行います。

～いちご一会とちぎ国体にむけて～

TKCいちごアリーナ（鹿沼総合体育館）の空調を改修します

■議案54　工事請負契約の締結について

　この議案は、北犬飼コミュニティセンター新築工事（建築工事）の事後審査型条件付き一般競争入
札を去る５月29日に行い、その結果、株式会社安中建設が2億7,170万円で落札したので、本契約を
締結するため、議会に対し議決を求めるものです。
　新しいコミュニティセンターは、各種手続きをする出張所機能と、学びの場としての公民館機能を
併せ持った地域活動の拠点として、職業訓練センターの南側に整備します。
　鹿沼産木材を使った木造の平屋建てで、多目的トイレの設置や段差のない玄関へのアプローチなど、
多くの方が使いやすい施設となる予定です。
　また、地域の要望があった、北犬飼地区出身の歌人「半田良平」氏の顕彰コーナーを設置するとと
もに、地域包括支援センターを併設します。
　建物の工事は令和３年３月末までに完了する予定で、その後、外構工事を行い、令和３年12月に
供用を開始する予定です。

■議案　第55号　工事請負契約の締結について

　この議案は、TKCいちごアリーナ（鹿沼総合体育館）空調改修工事の事後審査型条件付き一般競
争入札を去る５月29日に行い、その結果、平成理研株式会社が2億2,959万2千円で落札したので、
本契約を締結するため、議会に対し議決を求めるものです。
　TKCいちごアリーナ（鹿沼総合体育館）は、平成10年に建設されてから20年以上が経過し、施設
や設備の老朽化が進んでおり、特に空調設備においては、性能の低下や故障などにより大規模改修が
必要な状況です。
　また、令和4年に開催予定の第77回国民体育
大会「いちご一会とちぎ国体」では、TKCいち
ごアリーナを会場として、卓球と成年女子のバ
レーボールの競技を行うことが決定されている
ことから、空調設備の改修工事を行います。
　国民体育大会は、広く国民の間にスポーツを
普及し、国民の健康増進と体力向上を図り、地
方スポーツの振興と地方文化の発展を図ること
などを目的として行われます。栃木県での国民
体育大会開催は、昭和55年に開催された「栃
の葉国体」以来、42年ぶりの開催になります！
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議会からの お 知 ら せ

NEWS & INFORMATION

議会の詳しい情報は、鹿沼市議会のホームページをご覧ください。

議会に関することは何でもお気軽にご意見をお寄せください。 gikai-jimu@city.kanuma.lg.jp

検 索鹿沼市議会 議会だよりは、デイジー版（音訳CD）も作成しています。
送付をご希望の方は、議会事務局までご連絡ください。
（電話63-2203）

全国市議会議長会から表彰を受けました !

請願・陳情の結果

議会カレンダー

表紙の写真は

議員の辞職

議場にいけばなを
展示しました。

28 29 30 31 1/1 2 3
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30 12/1 2 3 4 5 6
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11月
月 火 水 木 金 土 日

12月 令和2年第6回定例会予定

◆題字書写リレー !!◆　今号は小島実議員が揮ごうしました

議場に配置した飛沫感染対策の仕切り議場に配置した飛沫感染対策の仕切り

市政を問う
7月定例会の結果

12月

7月
9月 3月今

回

の
定例会の内容

は

トピック

感染症対策のための補正予算など
　42議案を可決しました!

2020
210号

9月25日発行

　市政発展に貢献した長年の功績により、
本市の2名の議員が全国市議会議長会から
永年勤続表彰を受けました。

　今回の定例会では2件の請願・陳情が審査されました。
■請願第1号 当家所有地と北側に位置する市都市建設部管理の国有地（境界）との
 境界確定の件

■陳情第1号 日本政府及び国会に対し、「日米地位協定の抜本的見直しを求める」
 よう意見書提出を要請する陳情書

　新型コロナウイルス感染症の対策とし
て、議場に飛沫感染防止の仕切りを設置
しました。
　換気を行うなど、3つの密を避ける対策
を取りながら、議会運営を行います。

※なお、正式な日程は議会運営委員会で決定します。詳細は議会ホームページをご覧
いただくか、または議会事務局までお問い合わせください。（電話63－2203）

　令和2年5月12日付で、佐々木里加議員
が議員を辞職しましたので、ご報告します。

　7月議会一般質問の2日間、鹿沼市茶華
道協会の会員の方々による作品が議場を彩
りました。
　いけばなについてお聞きしたところ、「議
場は“心が引き締まる場所”のイメージだった
ので、その場所に合った彩りと、季節感を表
現した。」とのお答えでした。

大島　久幸　議員
議員20年特別表彰

小島　実　議員
議員15年表彰

不 採 択

不 採 択

議会運営委員会
本会議（第５日）
採決

総務常任委員会
環境経済常任委員会

文教民生常任委員会
建設水道常任委員会

本会議（第４日）
議案質疑・一般質問

本会議（第３日）
議案質疑・一般質問

議会運営委員会
本会議（第２日）
議案質疑・一般質問

本会議（第１日）
提出議案の説明

議会運営委員会
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